
ICTの発達により新たな顧客価値が創出され、またAIを活用した技術革新が世界中で急速に発展しています。
この時代の流れはあらゆる産業の効率を高め、新たなビジネスを生み出す原動力になろうとしています。
この「デジタルトランスフォーメーション時代」において、グローバルで急激な環境変化に対応できる、新時代
をリードする「人材の育成」が、企業における重要な経営課題になっています。「これからのデジタルトランス
フォーメーション時代を生き残る企業」を支える人材が持つべきスキル・役割はどのようなものか？その育成
方法は？という課題に対して、AI人材育成、セキュリティ人材育成の専門家が提案いたします。
どうぞお気軽にご参加ください。

芝大門塾

ＤＸ時代の人材育成
（ＡＩ・セキュリティ編）

2019年6月21 日（金）

説明会概要

◆開催日時 ２０１９年６月２１日（金） １５：００～１７：００

◆会場 芝大門塾

◆参加費用 無料

◆定員 ４０名

◆対象 ・技術部門のご担当者様

・人材育成のご担当者様

・人事部門のご担当者様（※同業企業様からのお申し込みはご遠慮ください）

◆講師 株式会社ＳＴＡＮＤＡＲＤ マーケティング部 部長 永田 朋子 氏

独立行政法人 情報処理推進機構 ＩＴ人材育成センター

企画部 調査役 神島 万喜也 氏

東芝総合人材開発株式会社 芝大門塾 部長 三宅 真理子

プログラム

はじめに DX時代に必要となる人材像と育成

【第１部】 AI教育の必要性と、今後のビジネスパーソンに求められるAIスキル

・今なぜ企業はAIに取り組まなければならないのか

・ビジネスパーソンのAI教育ステップ

・ AI利活用人材に必要なスキルセット

・ AI開発人材に必要なスキルセット

【第２部】 「情報処理技術者試験」の活用によるIoT時代のセキュリティ人材育成

・高度化・巧妙化するサイバー攻撃について

・ 「セキュリティ人材の育成」、「組織全体の情報リテラシーの底上げ」、

「情報セキュリティに強い組織作り」について

・ 「情報セキュリティマネジメント試験」のご紹介 ※内容は一部変更になる場合があります

「デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）時代を生き残るために」

お申し込み方法
下記URLからお申し込みください。

https://shibajuku.toshiba-hrd.co.jp/public/seminar/view/801

https://shibajuku.toshiba-toac.co.jp/public/seminar/view/667
https://shibajuku.toshiba-hrd.co.jp/public/seminar/view/801


芝大門塾

〒105-0011 東京都港区芝公園1-8-4
03-5408-1509

shibajuku@hrd.toshiba.co.jp

※記載されている会社名またはシステム・製品名は、各社の（登録）商標です。※記載内容は、予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承願います。

※芝大門塾は、東芝総合人材開発株式会社の登録商標です。 ※このカタログの記載内容は2019年5月現在のものです。

【お問い合わせ】

東芝総合人材開発株式会社

（9:00～12:00、13:00～17:00 土曜日・日曜日・祝日・年末年始ほか、
当社休業日を除く）

最新情報、コース詳細、お申し込みはこちらをご覧くださいhttps://shibajuku.toshiba-hrd.co.jp

人材育成、助成金、お客様のご要望に合わせたオーダー研修（一社研修）のご相談承ります。他にも随時、無料セミナーを開催しています。

■芝大門塾®に関するお問い合わせ
https://shibajuku.toshiba-hrd.co.jp

【第１部】講師プロフィール

神島万喜也（かみしままきや）氏

独立行政法人 情報処理推進機構 IT人材育成センター 企画部 調査役

岡山県倉敷市出身。

1979年岡山大学工学部合成化学科卒。

同年4月 某電機会社に入社、プラント・工場等の生産管理・制御システムのシステム

エンジニアリング、営業技術等の業務に従事。

2000年4月 情報処理振興事業協会（IPA：現（独）情報処理推進機構）に出向。

2002年IPAに移籍、現在に至る。

IPAのIT人材育成に関する事業（情報処理技術者試験、未踏事業）に従事。

【第２部】講師プロフィール

永田朋子（ながたともこ）氏

株式会社STANDARD マーケティング部 部長

大手外資系IT企業にて200社以上のクライアントのCRM、SFA、BtoBマーケティングを

支援。

テクノロジーとデータを活用し、売上・利益向上の仕組み作りと施策提案をする一方

で、日本企業のマーケティング・セールス領域におけるテクノロジー活用の米国との

差を目の当たりにし、その原因が適切にテクノロジーを扱える人材が不足しているこ

とにあると痛感しAIをはじめとする先端テクノロジーの人材育成サービスを提供する

STANDARDに入社。

自社でのデータ・ドリブンマーケティングを推進する傍ら、多方面で企業のAI・データ

利活用に向けた取り組みを支援している。
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